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見
果
て
ぬ
平
和 
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中
東
の
戦
後
７
５
年
（
八
十
八
） 

 

第
四
章
：
中
東
の
戦
争
と
平
和
（
二
） 

 

八
十
八 

束
の
間
の
平
和
：
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
和
平 

(

二―

三)
 

  

戦
争
回
避
の
機
運
は
現
実
主
義
者
の
サ
ダ
ト
に
と
っ
て
も
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
部
ア
ラ
ブ
諸
国
の
首

脳
は
な
お
「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
地
中
海
に
叩
き
落
せ
！
」
と
い
う
勇
ま
し
い
掛
け
声
を
叫
び
続
け
て
い
た
が
、
そ

れ
が
荒
唐
無
稽
な
絵
空
事
で
あ
る
こ
と
を
ア
ラ
ブ
の
大
衆
は
肌
身
で
感
じ
て
い
た
し
、
サ
ダ
ト
も
同
じ
で
あ
っ

た
。
優
秀
な
軍
人
ほ
ど
現
実
を
冷
徹
に
見
据
え
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
熱
く
な
る
だ
け
の
リ
ー
ダ
ー
は
い
つ
か

必
ず
敗
北
を
味
わ
う
。
そ
の
と
き
退
場
す
る
の
が
本
人
一
人
で
済
め
ば
良
い
が
、「
一
将
功
成
っ
て
万
骨
枯
る
」

で
は
部
下
が
浮
か
ば
れ
な
い
。
こ
の
点
、
サ
ダ
ト
は
智
将
で
あ
っ
た
。 

  

サ
ダ
ト
は
第
四
次
中
東
戦
争
終
結
後
か
ら
米
国
寄
り
の
姿
勢
に
転
じ
た
。
前
任
の
ナ
セ
ル
大
統
領
が
ソ
連
寄

り
だ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
米
国
で
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
特
別
補
佐
官
（
後
に
国
務
長
官
）
が
ニ
ク
ソ
ン

と
そ
れ
に
続
く
フ
ォ
ー
ド
の
両
大
統
領
時
代
に
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）
外
交
政
策
を
展
開
、
こ
れ
に
よ
り
米

中
和
解
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
な
ど
が
実
現
、
全
世
界
に
平
和
の
機
運
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
機
に
乗
じ
サ
ダ
ト

も
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
改
善
を
図
り
、
１
９
７
７
年
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
翌
１
９
７
８

年
に
民
主
党
の
理
想
主
義
者
カ
ー
タ
ー
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
び
い
き
の
共
和
党
か
ら
リ
ベ
ラ

ル
な
民
主
党
に
政
権
交
代
し
た
こ
と
で
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
和
平
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
１
９
７
７
年
、
両
国
が
歴
史
的
な

平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
両
首
脳
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
招
い
た
。
和
平
合
意
に
よ
り
第

http://ocininitiative.maeda1.jp/088PeaceOnHorizenChapter4-2English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/088PeaceOnHorizenChapter4-2Arabic.pdf
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三
次
中
東
戦
争
以
来
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
し
て
い
た
シ
ナ
イ
半
島
は
エ
ジ
プ
ト
に
返
還
さ
れ
た
。 

  
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
の
集
大
成
と
し
て
１
９
７
８
年
、
エ
ジ
プ
ト
大
統
領
サ
ダ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
ベ
ギ
ン
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
け
る
栄
誉
に
浴
し
た
。
１
９
０
１
年
に
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
て
以
来
、
ア
ラ
ブ
人
が
受
賞
す
る
の
は
サ
ダ
ト
が
初
め

て
で
あ
る
。 

 (
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